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開通 している笹谷 トンネルが使用されるが,この ト
ンネルの周辺は,山形側,仙台側 ともに開設工事の










情報は,可能な限 り公開してお く必要があろ う.
この報告は,滑川の右岸に開設された高速道路の



































40 山 野 井 徹
図- 1 掘削完了時の東側法面に,それまで部分的に表われていた地層を総合化して描き入れたもの
安山岩～石英安山岩の鹿角磯で,最大径は 1mに達





約20cmの火山灰質 の薄層が介在 してい る部分 もあ







東側では Ⅰか らⅥまで観察 された.西側では,基盤
の Ⅰと最上部のⅥ層が見 られたが,ほかは,工区が















時の侵食の場である斜面に乗 り上げて形成 された と
考えざるをえないか らである.乗 り上げた堆積物で
あるか らには,それ らが相応の速度をもっていたで























質に よって Ⅱか らⅥまで区別 されるように,異なっ
た地層が重なったものである.これ らの地層は当時
発生 した崩壊流出の 1つのユニットを示す ものと考
4Ⅰ
えられる. 1つ 1つの崩壊流出が どのような間隔で
発生 したのかは不明であるが,少な くとも,下位の








上部に堆積 していた崖錐様 の堆積物が ,土石流 と






す らある.しか し,下方侵食が,現在の河床の レベ





図-2 崩壊流出堆積物の分布 (○印模様) とその背後の崩壊地形 (A-D)および雁戸山北側の古斜面














層 とⅤ層は,規模は異なるがそれぞれ Ⅰ層 とⅢ層の
堆積状況に頼似 している.しかしながら,最上部の
Ⅳ層はそれ以下の地層 とは異質である.まず,直径






















































願わ くば, 1万年後に崩壊 してほしいが--.応用
地質学上,何 とも気になる場所である.
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